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移行すべきか、それとも猶予期間をおくべきか   
中国のWTO加盟が注目されているということでこのテーマになりました。しかし、WTO  
の枠組みで考えると、村中セーフティーネットやアメリカの最恵国待偶獲得というように  
話が広がりすぎるということで、あえてWTOの枠組みを無視しました。   
また、保護貿易体制を維持し続けるということは、現在の世界経済を見る限り非現実的  
である、加えて条件や時期が整えば自由貿易の恩恵は本来とても大きいということから爆  
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・社会保障制度も整っていない状況で、企業が倒産すればその社会不安の大きさ  
は計りしれないものとなり、国内改革の進行を妨げる。  
・発展していくためには、安定した社会が必要である。   
















（選択的な優遇措置は自由貿易に反するというのが前提でした）   
4．議論を振り返って   
本来、論点になるべき点ではなく両校ともに小手先の議論になってしまったと思います。   
具体的にあげれば、関学側からは、中国において市場メカニズムの浸透が進んでいるこ  
と、政府の失敗、産業再編成における現実性についてもっと京大に言及すべきであったし、  




思います。   































6．結果など   
日程：11月13日（土） 場所：関西学院大学 結果：3－0京大の勝ち   
京大参加メンバー（3回生）遠藤・西丸・普川・柵山  
（2回生）藤中（智）・藤中（康）・斉藤・酒井・張  
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